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【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/24035  (2013.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24062  (2013.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24076  (2013.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ    7/24     ５２２Ａ
   Ｇ１１Ｂ    7/24     ５１６　
   Ｇ１１Ｂ    7/24     ５３８Ｂ
   Ｇ１１Ｂ    7/24     ５６１Ｇ
   Ｇ１１Ｂ    7/09     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月30日(2015.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に凹部を有する基板と、
　記録層と、
　反射層と
　を備え、
　上記記録層の光学密度と上記基板の凹部の深さとの範囲の組合せにより、反射率の低下
が抑制されている光情報記録媒体。
【請求項２】
　上記記録層の光学密度の範囲は、０．５６０を超え０．７００以下の範囲であり、
　上記基板の凹部の深さの範囲は、１９８ｎｍ以上２２０ｎｍ以下の範囲である請求項１
に記載の光情報記録媒体。
【請求項３】
　７７０ｎｍ以上７９０ｎｍ以下の範囲の波長を有する光を、０．４４以上０．４６以下
の範囲の開口数を有する対物レンズにより集光し、上記基板側の表面から上記記録層に照
射することにより、情報信号の記録または再生が行われる請求項１または２に記載の光情
報記録媒体。
【請求項４】
　上記反射率は、０．６以上の範囲内に維持されている請求項１から３のいずれかに記載
の光情報記録媒体
【請求項５】
　上記記録層の光学密度と上記基板の凹部の深さとの範囲の組合せにより、プッシュプル
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信号が改善されている請求項１から４のいずれかに記載の光情報記録媒体。
【請求項６】
　上記プッシュプル信号は、０．０８以上０．１３以下の範囲内である請求項５に記載の
光情報記録媒体。
【請求項７】
　上記反射層は、アルミニウムを主成分としている請求項１から６のいずれかに記載の光
情報記録媒体。
【請求項８】
　上記記録層は、有機色素を含んでいる請求項１から７のいずれかに記載の光情報記録媒
体。
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